




平成 25年度は 2回の体力調査を実施した。第 1回は平成 25年 4月 23日に松本大学において計
測した。計測内容は文部科学省が実施している「体力 ･運動能力調査」の 8種目に、最大酸素摂取




図 1．平成 24年度（現 2年生）の体力・運動能力調査結果



























































































6月 6日（木）から 6月 11
日（火）の土曜日・日曜日を含
めた 6日間、1年生 22名のうち、
様々な理由により計測ができな
かったり、計測機器を付け忘れ
たりして、信頼できるデータ結
果が得られなかった者を除いた
13名の歩数調査した結果であ
る（図 11）。
これを見ると、平日に比べ休
日は極端に動いていない状況が
看取できる。また、図中の実線
は「アクティブ歩数」（3METS
以上の運動量の多い歩き方の歩
数）を示しているが、通常歩行
同様、平日に比べ休日は減少が
目立つ。
図 11．活動量調査の結果
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また、「平成 23 年度東京都児童・生徒
の日常生活活動に関する調査報告書」の
データに基づく東京都の中学 1年生の 1
日の平均歩数（休日を含む）と比較して
も生坂中の生徒の方が歩数は少ないこと
がわかる（図 12）。
なお、今回の活動量調査は 1年生全体
の 59％と、必ずしもこの結果が生坂中
の実態を表しているとは言えない面もあ
ることを付言しておく。
（5）考察および今後の方向
以上のような調査結果から、生坂中学校平成 25年度 1年生は
＊順調に体力は向上しているが、全国平均を上回るほどではない。
＊痩せている生徒が多く、栄養バランスを考えた食生活を指導する必要がある。
＊日常的な活動量を増やしていく方策を考える必要がある。
そのため、平成 26年度以降の取り組みとしては
＊ 体育授業や運動部活動などの学校体育のより一層の充実運動の楽しさや素晴らしを享受でき
るような指導。特に女子の運動意欲の向上を働きかける。
＊休み時間や放課後の時間の有効利用
　 朝、昼休み、放課後などを使った運動遊びやレクリェーションなどの、身体活動の機会を増
やす（生徒会活動）
＊登下校時の運動量（歩数）の確保　（家庭・地域との連携）
　車による送り迎え、バス通学などについて再考し、生徒の歩行機会を確保する。
生坂中学校生徒の体力は、取り組み次第でさらに向上が期待できる。特に平成 26年度に 3年生
になる学年の体力レベルはかなり高いと言えるので、こうした学年が在学している間に、学校全体
で運動に積極的に取り組む雰囲気を創り出していきたい。
さらに、小学校との連携も併せて進めていくことが、小規模校では非常に重要な観点となるので、
各学校、および教育委員会、さらには家庭・地域といった子どもたちの周辺を巻き込んだ形で体力
向上に取り組むことが重要と言えよう。
図 12．東京都との歩数比較
